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ナ
ウ
ル

、

オ

ー
シ
ャ

ン

の

日

本
海
軍

　

第
二

次
大
戦
で

は
、

日

本
海
軍
は

昭

和
十

七
（

一

九

四
二
）

年
八

月
二

十
五

日、

無
抵

抗
裡

に

ナ

ウ

ル

島
に

陸
戦
隊
を
上

陸
さ

せ、

こ

れ
を

占
領
し

た
。

ま
た

翌

二

十
六
日

に

は
、

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
の

オ

ー

シ

ャ

ン

（

現
地
名

バ

ナ
バ

）

島
に

陸
戦
隊
四

十
六

名
を
上
陸
さ

せ
、

同
じ

く
無
血
占
領
し
て
い

る
。

　
も

と
も
と
両
島
に

は

敵
の

軍
隊
が

い

な

か

っ

た

か

ら
、

無
血
占
領
は

当
然
だ
が

、

日

本

軍
の

両
島
占
領
は、

す
で

に

ガ

ダ

ル

カ

ナ

ル

の

争
奪
戦
が

始
ま
っ

て

い

た

た

め

に
、

連
合

軍
の

ガ

ダ
ル

カ

ナ
ル

方
面
増
援
に

対
す
る

日

本
軍
航
空

機
に

よ

る

哨
戒、

攻
撃
の

基
地
と

す
る

意
図
に

基
づ

く
も
の

で

あ
っ

た
。

　
し

か
し、

両
島
占
領
後
の

日

本
海
軍
は

ま

こ

と
に

奇
妙
な

こ

と
を
や

っ

た
。

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
注
ー

　
ナ

ン

シ

…
・

ヴ

ィ

ヴ
ィ

ア

ニ

著
の

『

ナ

ウ

ル
」

　
（

ハ

ワ

イ

大
学
出
版
局
一

九

七
〇
年）

で

こ

れ

を
説
明
す
る

と、

次
の

よ

う

に

な

る
。

　
　

　

　
　
　
　

　

注
1
壌
99
ロ
o
く

く

芝

冨
巳

二

九
四

三

年
六

月
｝

日

の

ナ

ウ

ル

人
口
」

日

本
海
軍
陸
戦
隊

　

　

　
　一
、

三

八

八

南
洋
拓
殖
従
業
員
　
　
　
　
　

　

七
二

日

本
人
労
働
者

　
　
　
　
　一
、

五
〇
〇

　
（
コ

レ

ア

人
を
含
む
）

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人

ナ

ゥ

ル

人

　
　
　
　
　
　

　一
、

中
国
人

ナ

ウ

ル

以

外
の

太
平
洋
諸
島
人

　

　

　
　
　
合

　

計
　

五
、

一 一 一 八

倉芟韻 一

　
さ
て

六
月
下
旬

、

さ
ら
に

約
千
名
の

日

本

軍
増
援
部
隊
が

到
着
し

、

ナ

ウ
ル

の

人
口

は

約
六
千
人
に

な
っ

た。

　
こ

こ

で

補
給
に

苦
し
む

日

本
軍
は、

デ

ツ

ダ

モ

大
酋
長
を
は

じ

め

と

す
る

六
百
人
の

ナ

ウ

ル

難
七
名
の

中
国
人
を
、

ト
．
フ

ッ

ク

諸

島
の
一

島
に

送

り

出
し

た
。

と

こ

ろ

が
翌

月、

日

本
海
軍
は

オ

ー

シ

ャ

ン

島
か

ら
六
五
九

人

の

ギ
ル

バ

ー

ト

諸
島
民
を
連
れ

て

き
た

ば
か

り

で

な

く、

さ

ら
に

八
月
に

は

約
一

二

〇
〇

入
の

陸
戦
隊
が

増
派
さ
れ

て

到
着
し

た

た

め

に
、

カ

イ

ザ

ー

牧
師
を
含
む

六

〇
一

人
の

ナ

ウ

ル

人

を
再
び
ト

ラ

ッ

ク

識
即
へ

送
り
出
し

た

の

で

あ
る

。

　
注

2
　
日

本
ナ

ウ

ル

協
会

石
川

二

郎

会
長
に

ょ

　
　

れ
ば、

水
旺
島

（

現

在
の

TOL

島）

の

　
　

南
洋
拓
殖
の

農
場
で

預
っ

た
と
の

こ

と

　
　
　
（

太

平
洋

学
会
誌

第

七
号
四
四
ペ

ー

ジ）
。

　
注
3
　
同
じ
く

石
川

氏
に

よ

れ

ば、

水
旺
島
の

　
　

横
の

芙
蓉
島
（

現
TARIK

島
）

の

農

場。

中

島

　

さ

て、

右
の

よ

う

に
、

一

二

〇
一

名
（
実

に

全
ナ

ウ
ル

人

人
口

の

約
六
五

彩
）

の

ナ

ウ

ル

人
を
ト

ラ

ッ

ク

へ

送
り

出
さ

ね

ば
な

ら
な

い

の

に
、

な

ぜ
オ

ー

シ

ャ

ン

（

バ

ナ

バ
）

島

か

ら

六

五

九

人
も

の

島
民
を

連
れ

て

き

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

バ

ナ
バ

島
で

は

ど

う
い

う

事

態
が

起
こ

っ

て
い

た

の

で

あ

ろ
う

か
。

　
バ

ナ
バ

（
オ

ー

シ

ャ

ン
）

島
で

の

事
情
は
、

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク
・

ア

イ

ラ
ン

ズ
・
イ

ヤ

ー

ブ
ッ

ク

の

キ

リ
バ

ス

の

項
で

見
て

み

よ

う
。

　
こ

れ
に

よ

る

と、

目

本
軍
占
領
時
の

人
口

は
、

バ

ナ
バ

島
原
住
民
約
七
〇
〇
人、

ギ
ル

バ

t
ト

諸

島
の

他
の

島
々

か

ら

リ
ン

鉱
採
掘

労
働
者
と

し

て

き
て

い

た

者
と
そ

の

家
族
が

約
八

〇
〇

人
。

全

部
で

約
一

五
〇
〇

人

で

あ

っ

た
。

　
そ

し
て

日

本
軍
は
、

バ

ナ
バ

島
原
住

民
全

員
と

何
人
か

ら
ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
人
を
コ

ス

ラ

エ

（
旧
ク

サ

イ
エ
）

島
へ

送
り、

約
二

百

人
の

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
人
を
漁
民
と
し

て
バ

ナ
バ

島
に

残
し、

残
り

の

ギ
ル

バ

ー

ト

諸
島

人

全

員
を
ナ

ウ

ル

と

タ

ラ

ワ

に

送
り

出
し
た

と
い

う

の

で

あ
る

。

　
と

こ

ろ

が

昭
和
二

十
（

一

九

四

五
）

年
八

月、

日

本
が

連
合
国

に

降
伏
す
る

と、

オ

ー

シ

ヤ

ン

て

い

た

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
人
全
員
を
殺
し

、

た
っ

た
一

人
だ
け

が

逃

げ
の

び

る

こ

と

が

で

き

て

戦
犯
裁
判
の

証
人
と
な

り
、

司

令
官
と

関
係
者
が

処
刑
さ
れ

て
い

る
。

《 洋
ノ ミ

ナ
ノ ぐ

）

島
の

日

本
海
軍
は

残
し

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

ナ

ウ
ル

独
立
の

B
は
一

月
三

十
一

日

　
一

方、

ト

ラ

ッ

ク

諸
島
に

送
ら

れ

て

い

た

ナ

ウ

ル

人
は、

飢
え

や

病
気
や

爆
撃
で

終
戦

ま

で

に

三

分
の

一

以

上
の

人
数
が

死
亡

し
、

終
戦
の

翌

年
一

月
三

十
一

B
に

ナ

ウ
ル

に

戻

っ

て

き
た

の

は、

わ

ず
か

七
三

七
人
で

あ
っ

た

（
太
平
洋
学
会
誌
第
七

号
四

五
ペ

ー

ジ
）

。

　
ナ

ウ

ル

は
一

九

六

八

年
に

独
立
し
た

が
、

独
立
の

日

を
一

月
三

十
一

日

に

し

た

の

は、

ナ

ウ

ル

の

人
々

が

歴
史
的
な

再
会

の

日

を

永

遠
に

記

念
し

よ

う
と

し
た

も
の

で

あ

り、

こ

れ

は

同
時
に
、

日

本
軍
と

戦
争
に

対
す

る

永

遠
の

非
難
で

も
あ

る
。

バ

ナ

バ

問
題
の

発
端

　
さ

て

ナ

ウ

ル

へ

来
て
い

た

ギ
ル

バ

ー

ト

諸

島
入

や
コ

ス

ラ

エ

に

送
ら

れ

て

い

た
バ

ナ
バ

人

は

ど

う

な
っ

た

で

あ

ろ

う
か

。

コ

ス

ラ

エ

へ

送
ら

れ

て
い

た

人

々

は

終
戦
の

翌

月、

米

軍
に

よ
っ

て

タ

ラ

ワ

へ

送
ら
れ、

ナ

ウ

ル

へ
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き
て

い

た

人

々

も
同
年
十
一

月
か

ら

十
二

月

に

か
け

て
、

ブ
リ
テ

ィ

ッ

シ

ュ

・

フ

ォ

ス

フ

ェ

イ

ト
・
コ

ミ

ッ

シ

ョ

ン

（

BPC

）

の

ト

リ
エ

ン

ザ

号
で

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
へ

送
還
さ

れ

た
。

　

し
か
し
問
題
は

こ

れ

か
ら

で
、

BPC

は

バ

ナ
バ

　
（

オ

ー

シ

ャ

ン
）

島
が

島
民
が

生
活

で

き

る
よ

う
に

復
旧

さ

れ

て

い

な

い

と
い

う

理
由
で

、

バ

ナ
バ

島
民
全

員
お
よ

び
バ

ナ

バ

島
民
と
結
婚
し

て
い

る

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
人
、

合
わ

せ

て
一

〇

〇
三

人
を

、

フ

ィ

ジ

ー

諸
島

の

ラ

ン

ビ

島
へ

送
っ

て

し

ま
っ

た

の

で

あ

る
。

　

ラ

ン

ビ

島
は

水
も
豊

富
で

土

地
も
肥
え

て

お

り、

最
初
の

う

ち
は
、

バ

ナ
バ

人
た

ち

も

喜
ん

で

い

た

が、

BPC

が

い

つ

ま
で

も
自

分
た

ち
を

島
へ

帰
さ

な

い

ば
か

り

か、

バ

ナ

バ

島
で

採
掘
す
る

リ

ン

鉱
石
の

ロ

イ

ヤ
ル

テ

ィ

ー

を
、

自
分
た

ち

だ

け

に

で

な

く、

ギ

ル

バ

ー

ト
・
エ

リ
ス

植
民
地
政
庁
へ

も
払
っ

て

い

る

こ

と、

さ

ら

に

ナ

ウ

ル

の

人
た

ち
よ

り

自
分
た

ち
へ

の
ロ

イ

ヤ

ル

テ

ィ

ー

が

少
な

い

こ

と

な

ど
か

ら
、

や

が

て

国
連
で

ア

ッ

ピ

ー

ル

す
る
ほ

か
、

英
国
政
府
に

対
し

て

訴
訟
を

起
こ

す
よ

う

に

な

る
。

　
ま
た、

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
が

キ

リ
バ

ス

共

和
国
と
し

て

独
立

す
る
際
に

は
、

バ

ナ
バ

島

の

分
離
独
立
を
求
め

る

運

動
を

行
っ

た
。

し

か
し、

こ

の

分
離
独
立
は

成
功
せ

ず、

バ

ナ

バ

人
は

キ

リ
バ

ス

共
和
国
憲
法
で、

議
会
へ

代
表
を
送
る
こ

と

と、

バ

ナ

バ

島
の

土
地
所

有
権
が

保
障
さ

れ

て

は

い

る

も
の

の
、

フ

ィ

ジ

ー

国
籍
を
持
ち、

依
然
と
し

て

フ

ィ

ジ

ー

の

ラ
ン

ビ

島
に

住
ん

で

い

る
。

戦
史
か

ら
脱
落
し

た

　

ナ

ウ
ル

と

オ

ー
シ
ャ

ン

　

バ

ナ
バ

島
民
が

フ

ィ

ジ

ー

の

ラ

ン

ビ

島
に

住
ん

で

い

る

の

は
、

終
戦
後
の

BPC

お

よ

び
英
国
政
府
の

責
任
で

は

あ

ろ

う

が
、

戦
争

中
に
コ

ス

ラ
エ

へ

送
っ

て

し

ま
っ

た

B
本
軍

の

責
任
は

ど
う

な

の

だ
ろ
う

か
。

　

ま

た

終
戦
に

際
し

て、

二

百
人

も
の

罪
の

な
い

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
人

（

女、

子
供
も
い

た
の

で

あ

ろ

う
）

を
、

一

体、

ど

ん

な

理
由

で

日

本
海
軍
は

殺
し

て

し

ま
っ

た
の

で

あ

ろ

う
か

。

　

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
著
の

戦
史
叢

　

　

　

「

中
部
太
平
洋
方
面
海
軍
作
戦
♪

』

書
で、

（

槊
薪
聞
社
）

を
読
ん

で

も・

何
も

獣
い

て

な

い
。

付
表
第
六
の
一

隅
に
、

　
「

ナ

ウ

ル

島、

及
び

オ

！

シ

ャ

ン

島
は

、

海
軍
部
隊

の

み

守
備
し
て

い

た
。

こ

れ
ら

の

部
隊
の

終
戦

に

至

る

経

緯
は

資
料
不
足
の

た

め

不
詳
で

あ

る
。

今
後
の

研
究
に

ま

ち
た

い
」

と
単
に

記

さ

れ

て

い

る

に

す
ぎ

な
い

。

　

玉

砕
し

た

島
で

さ

え

も、

戦
史
は

か

な

り

詳
細
な

の

に
、

連
合
軍
と

地
上
戦
を

交
え

ず

に

終
戦
を
迎
え

た

両
島
の

「

終
戦
に

至
る

経

緯
」

が

な
ぜ

資
料
不
足
な

の

で

あ

ろ

う
か

。

『

ソ

ロ

モ

ン

収
容
所
』

　
最
近
、

ナ

ウ
ル

島
で

終
戦
を

迎
え

た

元

海

軍
第
六

十
七
警
備
隊
の

大

槻
巌
氏
が

書
い

た

『

ソ

ロ

モ

ン

収
容
所
」

　
（

図
書
出
版
社、

一

九

八

五
年

十
月
）

を

読
ん

で
、

な

ぜ

ナ

ウ
ル

の

資
料
が

な

い

か
が

わ

か

り、

ま
た、

オ

ー

シ

ャ

ン

（
バ

ナ
バ

V

島
に

つ

い

て

も、

お

ぼ

ろ

げ

な

が

ら

も
様
子
が

わ

か
っ

て

き

た
。

　

両

島
の

守
備
隊
は
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
方
面

の

部

隊
と
と

も
に
、

戦
後
は
、

ソ

ロ

モ

ン

諸

島
の

タ

ロ

キ

ナ

（

ブ

ー

ゲ
ン

ビ

ル

島
）

、

つ

い

で

ピ

エ

ズ

島
の

収
容
所
で

オ

…

ス

ト

ラ

リ

ァ

軍
の

管
理

下
に

あ
っ

た
。

そ

し

て

ピ

エ

ズ

島
で

の

マ

ラ

リ

ア

に

よ

り、

三

割
と

も
四

割

と

も

い

わ

れ
る

被
害
を

受
け、

し

か

も
高
級

将
校
に

ま
っ

た

く
人

を
得
て

い

な

か
っ

た
。

　

巻

末
に

近
い

二

六

二

ペ

ー

ジ

か

ら

次
の

べ

ー

ジ

に

か

け
て

、

大
槻
氏
は

次
の

よ

う
に

書

い

て

い

る
。

　
「．
当
時
の
⊥

ハ

十
七

警
備
隊
の

司
令
や

羽
柴

連
絡
将
校、

高
級
将
校
た

ち

は
、

つ

ぎ

つ

ぎ

と
斃
れ
て

ゆ

く

隊
員
た

ち
の

悲
惨
な

状
況
を

認
識
し
て
い

た

の

だ
ろ

う
か

。

〈

略
V
自
分

ら

さ

え

無
事
に

帰

れ
た

な

ら、

部
下
た

ち
は

ど

う

な
っ

て

も
い

い

と

思
っ

て

い

た

の

で

は

な
い

か

と
疑
わ

れ

て

も

仕
方
が

な
い

と

思

う
。

そ

の

証

拠
に
、

司
令
や

高
級
将
校
た

ち
は

桜

田

大

尉
を

除
い

て
一

度
も

隊
員

た

ち

を

見

回

っ

て

い

な

い
。

〈

略
V
復
員
後、

司
令
を
は

じ

め

各
高
級
将
校
た

ち

は

第

二

復
員
局
（

海

軍
担
当）

に

報
告
書
さ

え

提
出
し

て
い

な

い
。

提
出
し
て

あ

れ

ば
、

防
衛
庁
戦
史
室
か
厚
生

省
に

も
記
録
が

残
っ

て

い

る

は

ず
だ

。

」

　
ま
た

同
書
に

は
、

一

九
四

五

年
十
月
十
日

ご

ろ

の

プ

ー

ゲ

ン

ビ

ル

島
タ
ロ

キ

ナ

収
容
所

で

の

こ

と
と
し

て、
　
「

わ

れ
わ

れ

六
十
七

警

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
¢ e

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
．

皿

備
隊
と
オ

ー

シ

ャ

ン

守
備
隊
員

た

ち

に

集
合

蹴

が

命
ぜ
ら
れ

た
。

〈

賂
〉

首
実
験
開
始、

な

　
珊

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
m

ん

と
も
い

や

な

気
分
で

あ
る。

〈

略
〉
こ

の

沁

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
し

首
実
験
で、

オ

ー

シ

ャ

ン

部
隊
の

兵
曹
長
以

k

上

の

指
揮

夏
ち
の

ほ

と

ん

ど

が
、

戦
犯
と

血

し
て

連
行
さ

れ

て

し

ま
っ

た
。

」

　
（

一

六

六

e 。

↑
ジ

）

・
あ

・
．

　

　

H

　
さ

ら
に

一

八

七
ペ

ー

ジ

に

は

「

前
回
の

戦

N

犯

容
疑
者
探
し

で

は
、

オ

ー

シ

ャ

ン

部
隊
の

指
揮
官
ク

ラ

ス

が

根

こ

そ

ぎ

連
行
さ

れ

た
」

、

「

ナ

ウ

ル
、

オ

ー

シ

ャ

ン

両
部
隊
で

戦
犯
と

し

て

処
刑

さ
れ

た

将
兵
の

数
は

定
か
で
な
い
」

と
の

記
述
が

見
ら

れ

る
。

　

終
戦
時
に

お

け
る

バ

ナ
バ

（
オ

ー

シ

ャ

ン
）

島
事
件
は、

太
平
洋
諸
島
で

白
人
が

日

本
人

の

悪
目

を
い

う

時
に
、

い

ま

で

も
持
ち
出
さ

れ

る

話
題
だ

が
、

す
で

に

四

十

年
以

上

が

経

過

し
て

お

り、

島
の

位
置
や

島
名
さ

え

置

き

換
え

ら
れ

て

話

さ

れ

る

こ

と
が

あ

る．．

　
そ

し
て

日

本

側
で

は
、

最
も
頼
り
に

す
べ

き

『

戦
史
叢
書
』

に

す
ら、

何
の

記
録
も
残

っ

て

い

な

い
。

　
し

か

し、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

に

は

戦
犯

裁

判
記

録
が

保
存
さ

れ

て

い

る

で

あ
ろ

う
し、

日

本
に

は

元

オ

ー

シ

雫

ン

部
隊
の

将
兵
が

ま

だ

数
十
人
は

健
在
で

あ
ろ

う。

早
い

機
会
に
、

何
が
、

な

ぜ
起
こ

っ

た
の

か、

ぎ
ち

ん

と
調

べ

て

お
く
べ

き

だ

ろ

う
。

付

記
　
ト

ラ

ッ

ク
へ

送
ら

れ、

無
事
生
還

　

し

た

ナ

ウ

ル

人
の

中
に

、

そ

の

後、

大

　

統
領
と

な
っ

た

デ
ロ

バ

ー

ト

氏
が
い

た。


